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浜松医療センター感染症管理特別顧問
浜松市感染症対策調整監
矢野 邦夫 先生

ホームページでも、公開しています。

　COVID-19ワクチンを接種した人であっても、重症COVID-19に罹患することがある。そのリスク因子についてCDC

が調査結果を報告しているので紹介する（1）。

［はじめに］
　ワクチン接種は、COVID-19が関連する入院と死亡を防ぐのに非常に効果的である。しかし、ワクチン接種しても、
COVID-19を発症して、重篤な転帰となることがある。この研究では、米国の大規模な医療データベース（PHD-SR : 

Premier Healthcare Database Special COVID-19 Release）の465施設からのデータを使用して、COVID-19ワクチンの
一次接種シリーズ（一次接種）を完了したあとに重症COVID-19となる頻度およびリスク因子を評価した。

［調　査］
●COVID-19ワクチンの一次接種は「発症の14日以上前に、mRNAワクチン（Pfizer-BioNTechもしくはModerna）の2回
接種、もしくはJanssen （Johnson & Johnson）の1回接種が実施された」と定義された。
●一次接種を完了した人（一次接種として追加接種を受けた人およびブースター接種を受けた人を含む）が分析に
含まれた。部分接種者は除外した。
●COVID-19は、2020年3月から2021年10月まで期間のPHD-SRでの患者を照会することによって特定された。
●重篤な転帰は「急性呼吸不全の診断による入院」「非侵襲的人工呼吸が必要」「侵襲的人工呼吸を必要とする人すべて
を含む集中治療室（ICU）への入院」「死亡（ホスピスへの退院を含む）」として定義された。

［結　果］
●2020年12月から2021年10月の期間に、18歳以上の1,228,664人がPHD-SRの465施設において一次接種
（Pfizer-BioNTech 72.8%；Moderna 20.0%, Janssen 6.5%；不特定の mRNA ワクチン 0.8%）を完了した。
●一次接種を完了した1,228,664人のうち、2,246人（ワクチン接種者10,000人あたり18.0人）がCOVID-19を発症し、
そのうち327人が入院し、189人（10,000人あたり1.5人）が重篤な転帰となった。そして、36人（10,000人あたり0.3人）が
COVID-19関連で死亡した。
●一次接種後の重症COVID-19の調整オッズ比（aOR）は65歳以上（aOR=3.22；95% CI=1.81–5.74）、免疫抑制
（aOR=1.91；95％CI=1.37–2.66）、呼吸器疾患（aOR=1.69；95％CI=1.31–2.18）、肝疾患（aOR=1.68；95％
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CI=1.12–2.52）、腎疾患（aOR=1.61；95％CI=1.19 –2.19）、神経疾患（aOR=1.54；95％CI=1.06–2.25）、糖尿病
（aOR=1.47；95％CI=1.14–1.89）、心疾患（aOR=1.44；95％CI=1.01–2.06 ）の人で高かった（図1）。
●Janssenワクチンを接種した人と比較すると、Pfizer -BioNTechワクチンを接種した人（aOR=0.70；95％CI=0.39–1.26）
は、重篤な転帰のオッズが類似していたが、Modernaワクチンを接種した人（aOR=0.56；95％CI=0.32–0.98）では
オッズが低かった。
●COVID-19の既往は、重篤な転帰のオッズの低下と関連していた（aOR=0.27；95％CI=0.09–0.84）。      
●ブースター接種または追加接種を受けた3,395人のうち、27人（0.8％）がCOVID-19に罹患し、そのうち3人は重篤な
転帰となった（ただし、ICUへの入院または死亡はなかった）。
●一次接種後に重症COVID-19となったすべての人は、8つのリスク因子［註釈］のうちの少なくとも1つを持っていた。

4つ以上のリスク因子を持つ頻度は疾患の重症度とともに増加し、重篤でない転帰を示した人の18.8％（386人）、呼吸
不全またはICUに入院した生存者の56.9％（87人）から死亡した人の77.8％（28人）までであった（図2）。

［考　察］
●米国の465の医療施設からのデータの分析では、重症COVID-19（すなわち、呼吸不全、ICU入院、死亡）は一次接種後の

18歳以上の成人では稀であった。これらの所見は、ワクチン接種がCOVID-19関連の入院と死亡の可能性を低下させ
ることを示した研究と一致している。
●ワクチンの一次接種後に重症COVID-19となるリスクは「65歳以上の人」「免疫抑制の人」「その他の基礎疾患6つのうち

1つを持っている人」で高かった。重篤な転帰となった人のすべてがリスク因子の少なくとも1つを持っており、死亡
した人の77.8％は4つ以上のリスク因子を持っていた。
●65歳以上の年齢、免疫抑制、糖尿病、慢性腎臓・心臓・肺・神経学・肝臓疾患は重度COVID-19について高いオッズと関連
していた。一次接種後に重症COVID-19となったすべての人は、これらのリスク因子の少なくとも1つを持っていた。

●一次接種後のブースター接種は、特に重症COVID-19の感染のリスクを減らすことが実証されており、18歳以上の
すべての人に推奨される。
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［註釈］
多変量モデルで特定された、一次接種の完了後の重症COVID-19のリスク因子：65歳以上、糖尿病、免疫抑制、慢性腎臓病、慢性肝疾患、慢性神経疾患、
慢性心疾患、慢性肺疾患

図 ムーコル症で入院した患者の診断、治療、転帰のタイムライン(N=17)̶ホンジュラス、
2021年5月～9月* 
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COVID-19ワクチンの一次接種シリーズを完了した人における重症COVID-19
の危険因子̶ 465の医療施設、米国、2020年12月～2021年10月

図1. ワクチンの一次接種シリーズの完了後のCOVID-19患者のリスク因子の頻度、
結果別*、†̶ 465の医療施設、米国、2020年12月～2021年10月 

 * 結果の総計：非重症=2,057; ICU/呼吸不全=153; 死亡=36.
†ICU もしくは呼吸不全(生存者)および死亡の集団は少なくとも1つのリスク
因子を持っていた

図2.

略語：Ref =準拠集団(referent group)


